
tohoku.ac.jp 

2026 年 6 月 11 日 

報道機関 各位

国立大学法人東北大学

【発表のポイント】

 宮城県に生息するフクロウ類のアオバズクをGPS記録計（注１）で追跡し、

本種が秋にカリマンタン島まで移動し、春には中国を経由して繁殖地に

戻ることを突き止めました。

 秋の渡りの中で記録された 1848 km にわたる海上移動は、これまでの夜

行性鳥類における世界記録を二倍近く塗り替るものです。

 本種が越冬期にプランテーション内に残された小規模な二次林を利用す

ることを明らかにしました。本研究の成果は、鳥類の保全方法の策定に

貢献することが期待されます。

【概要】

 四方を海で囲まれた日本を飛び立つ渡り鳥は、どのように海を越え、その先

でどのような景色を見ているのでしょうか。

東北大学大学院生命科学研究科の竹田山原楽特任研究員、田谷昌仁学振特別

研究員、東北大学学際科学フロンティア研究所の塩見こずえ助教（研究当時）

は、日本鳥類標識協会の細谷淳氏と共同で、渡りを行うフクロウ類として知ら

れるアオバズクに注目し、その渡り経路の全貌に迫りました。本研究では、東

北地方で繁殖するアオバズクにGPS記録計を装着することで一年間の移動経路

を追跡しました。その結果、秋にはフィリピン海上を休まず飛行したのち越冬

地のカリマンタン島に到達し、春には中国大陸部を経由して繁殖地まで北上す

ることを明らかにしました。さらに越冬地周辺の衛星写真の解析から、追跡個

体の越冬地が油ヤシのプランテーション（注２）に囲まれた小規模な二次林である

ことが示唆されました。

本研究の成果は、2026 年 6 月 7 日付で Early Access 版が科学誌 Animal 
Biotelemetry に掲載されました。 

海を越えるフクロウ類：アオバズクの渡り経路を解明 
―世界最長の海上移動と、その先に待つ大規模プランテーション―



【詳細な説明】

研究の背景

 日本で見られる鳥類には、繁殖期や越冬期を国外で過ごす渡り鳥が数多くい

ることが知られています。一般に、それらの渡り鳥は最終目的地にむけて一直

線に飛ぶばかりではなく、栄養補給のできる地域や時期を利用するため、もし

くは気流が好条件となる地域や時期を利用するために、迂回や休息を繰り返し

ながら移動します。このことから、大空を自由にはばたく鳥たちであっても厳

しい地形や気象条件からの影響を強く受けながら移動していることが分かりま

す。こうした条件は渡り鳥が利用するフライウェイ（注３）ごとに多種多様である

とともに、各地域の渡り鳥がそれら地域的特性に沿った性質を発達させ得るこ

とから、近縁な鳥同士であっても地域が異なると移動戦略の最適解が異なる可

能性があります。

フクロウの仲間は「夜行性」という独特の生活スタイルを確立した鳥類です

が、昼行性の鳥類と同様に長距離の渡りを行う種がいることが知られています。

近年、アメリカやヨーロッパを中心に大陸部におけるフクロウ類の渡り経路の

解明が進みつつあります。しかしながら、日本を含む海洋面積が高い割合を占

める東アジアフライウェイに生息するフクロウ類の渡り経路はほとんど分かっ

ていません。こうした背景から、フクロウ類にとって海洋という地理的条件が

渡りの際にどの程度の障壁として働くかについては多くの謎が残されていまし

た。

今回の取り組み

今回の研究対象となったアオバズク（図 1）は、夏季に都市部の公園や社寺

林で繁殖するフクロウ類です。日本では甲虫や蝶を主な餌としており、そうし

た昆虫が減少する冬季には東南アジアのスンダ列島周辺に渡ると考えられてい

ます。繁殖地と越冬地がどちらも海洋に囲まれた島嶼であることや、渡りの季

節に国内のフェリー航路で海上を飛ぶ姿が観察される事例などから、本種がフ

クロウ類には珍しく海上を長距離移動する可能性が示唆されます。しかしなが

ら、これまでアオバズクの具体的な渡り経路はほとんど分かっていませんでし

た。今回私たちは東北地方で繁殖するアオバズクに小型のGPS記録計を取り付

け、その渡り経路の全貌を明らかにする調査を行いました。

アオバズクに 2024∼2025 年の一年間装着した GPS 記録計 1 台を解析したと

ころ、秋の渡りでは 10月下旬に日本列島を南下したのち、鹿児島県佐多岬～フ

ィリピン・ルソン島の間のフィリピン海上を 1848km にわたって昼夜を問わず

飛行し続けていたことが分かりました（図 2）。その後、11月下旬にインドネシ

ア・カリマンタン島に到達しました。春には、3 月下旬にカリマンタン島を出

発した後、海南島に到達するまで南シナ海上を 1500km 近く飛行しました。そ

の後、中国大陸部を北上して東シナ海を渡り、4 月下旬に前年と同一の繁殖地

に帰還しました。



 また越冬期間中の滞在地域について、追跡個体の分布と衛星写真を重ねると、

この個体が油ヤシのプランテーションの中に残存した林を中心に生活していた

ことが分かりました（図 3）。さらに、当該地域の衛星写真を過去分に遡って比

較することで、この林が 2021 年に皆伐を受けたのちに 3 年間の植生遷移によ

って生じた二次林であることが明らかになりました。 
 
今後の展開 
 今回の発見は、フクロウに対する「森に根差した定住者」といった従来のイ

メージを書き換えるものです。その経路が正確に記録されたフクロウ類による

海上移動としては、過去にコミミズクによる 850km 程度の偶発的な例が知られ

ていましたが、1000 ㎞以上の海上移動は世界的に見ても例がありませんでした。

今回の結果からは、アオバズクが 1500～1800km にわたる海上移動を毎年繰り

返している可能性が示唆されます。アオバズクに限らず、コノハズクやヨタカ

といった他の夜行性鳥類においても、海洋国である日本を舞台に繁殖する鳥な

らではの渡り経路の解明が期待されます。また今回の成果は、洋上風力発電施

設・プランテーション農業・油ヤシの消費といった社会的・経済的活動の拡大

と鳥類を含む野生動植物の保全・共生とのバランスを考える上で、非常に重要

な知見になります。 
 
 

 
図 1. アオバズクとその生息地：東アジアで繁殖し、東南アジアで冬を過ごすこ

とが知られている。左写真は青森県沖のフェリー航路上で観察された渡り中の

移動個体（中村咲子氏提供）。 



 
図 2. 今回追跡に成功した個体の 1 年間の移動経路：青が 2024 年秋の経路、オ

レンジが 2025 年春の経路を示す。（写真は細谷淳氏撮影） 
 

 
図 3. 越冬地の状況と、保全活動に貢献する発見：2021 年に伐採されたエリア

が、3 年後にアオバズクの越冬地として機能した。 
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【用語説明】

注1. GPS 記録計：全地球測位システムを用いて地球上における装着個体の

座標を測位し、決められたスケジュールに沿って記録する機器。

注2. プランテーション：熱帯・亜熱帯地域に見られる単一作物を大量に栽

培する農園。

注3. フライウェイ：鳥類の渡り経路を地域レベルでくくった範囲。 
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